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第
五
十
三
回
国
民
体
育
大
会

H

か
な
が
わ
・
ゆ
め
国
体
u

の
開
催
を
一
年
後
に
控
え
、

平
場
市
で
は
八
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
日
程
で
、
四
競
授
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
本
大

会
と
同
じ
競
妓
施
設
を
利
用
し
て
開
催
し
ま
す
。
全
国
か
ら
平
塚
を
訪
れ
る
た
く
さ
ん

の
み
な
さ
ん
を
温
か
く
お
迎
え
し
、
あ
な
た
の
熱
い
工
l
ル
を
ぜ
ひ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
年
は
、
い
よ
い
よ
来
年
に

迫
っ
た

「か
な
が
わ

・
ゆ
め
国

体
」
の
開
催
に
向
け
て
、
県
内

の
各
市
町
村
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

競
技
別
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
聞

き
ま
す
。

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は
、
本
大

会
を
想
定
し
て
競
技
会
の
開
催

運
営
能
力
を
高
め
て
い
く
こ
と

と
、
本
大
会
に
向
け
万
全
な
準

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
ま
す
。

f設季大会〉
平成10年10月24日-29日

'/J'j怠語、b.ft#).量偉
開催種目

自転車
(トラック)

《む

高校野球(硬式)

マ
ス
コ
ッ
ト
の
「
か
な
ベ
え
」
は
い
つ
も
み
ん
な
の
人
気
者

大
会
の
準
備
、
運
営
に
あ
た

っ
て
は
、
市
職
口
で
編
成
し
た

実
施
本
部
を
設
置
し
、
全
庁
的

な
応
援
体
制
で
臨
ん
で
い
き
ま

す
。
こ
の
組
織
に
は
、
市
内
の

各
種
団
体
な
ど
の
み
な
さ
ん
に

も

こ

緒
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
特
色
の
あ
る
大
会
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

平
塚
市
で
は
、
四
競
技
の
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会

(左
記
の
日
程

表
の
と
お
り
)
を
開
催
し
ま
す

が
、
ど
の
大
会
も
全
国
レ
ベ
ル

の
白
熱
し
た
試
合
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

特
に
、
高
等
学
校
野
球
競
技

の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
な
る
秋

季
関
東
地
区
高
等
学
校
野
球
大

会
は
、
春
の
選
抜
甲
子
園
大
会

へ
の
出
場
権
を
か
け
た
大
事
な

試
合
と
な
り
ま
す
。
大
会
開
催

中
、
平
塚
球
場
は
高
校
球
児
た

ち
が
繰
り
広
げ
る
感
動
の
ド
ラ

マ
の
舞
台
と
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
参
加

国
体
は
、
競
技
に
参
加
す
る

選
手
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
市
民
の
み
な
さ
ん

一
人

一
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
か
が
最

も
大
切
で
、
国
体
を
開
催
す
る

意
義
も
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

矩
火
リ
レ
1
の
ラ
ン
ナ
ー
や

競
技
会
の
補
助
と
い
っ
た
直
接

的
な
参
加
だ
け
で
は
な
く
、
花

を
育
て
、
ま
ち
を
前
潔
に
す
る

こ
と
、
迫
く
か
ら
訪
れ
る
方
h

を
温
か
く
お
迎
え
し
、
ふ
れ
あ

い
を
深
め
る
こ
と
な
ど
は
、
い

ず
れ
も
市
民
の
み
な
さ
ん
の
総

参
加
に
よ
っ
て
こ
そ
達
成
で
き

る
も
の
で
す
。

か
な
が
わ
・
ゆ
め
国
体
平
塚

市
実
行
委
民
会
で
は
、
こ
の
国

体
が
心
に
残
る
大
会
と
な
る
よ

う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
利

用
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
が
参

加
で
き
る
事
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

υハーサル犬舎の固種
。 自転 車競 按
・大会名 第 32回全国都道府県対抗自転車競技大会
ー期日平成9年 8 月22日(金)~25日(月〉
-会場平塚競輪場(トラック競技、 24~25日〉
※清川村と共同開催。ロード競技は宮ケ瀬湖周辺道
路で開催 (22~23日)

。 テニ ス競 技
・大会名 第 12回関東実業団対抗テニスリーグ戦
・期日平成9年 9 月 5 日(金)~7日(日)
-会場桃浜町庭 球 場 、 総 合 公 園 テニスコート
0高等学校野球
-大会名 第 50回秋季関東地区高等学校野球大会
・期日平成 9年11月 1 日 (土)~5日(水〉
-会場平塚球場
※大和市と共同開催
。卓際競技
-大会名平成9年度全日本卓球選手権大会(団体の部)
ー期日平成 9年11月 14日(金)~16日(日)
-会場平塚総合体 育館

同じ海に而するまちの住民として凡過ご

せないと、市役所、消防署などの有志14~合

が三国町でのmi油凶収に参加しました。代
~ J惨号

表の粟生 さんと悶代さんにお話を伺いまし

た。取材は小合正こさん (明石町)

「よ
み
が
え
れ
日
本
海
」
を

合
い
言
葉
に
、
平
塚
か
ら
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

一
行
が
東
名
中
井

イ
ン
タ
ー
を
出
発
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
歓
迎
す
る
横
断
均
株

が
か
か
る
稲
井
県
三
国
町
に
荊

い
た
の
は
、

一一
月
六
H
の
午
後

二
時
三
十
分
。
到
活
後
、
す
ぐ

に
海
岸
近
く
に
設
置
さ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部
に
行
っ
て
、

回
収
作
業
な
ど
の
情
報
を
収
集
。

要
領
を
聞
い
た
後
、
そ
の
日
は

宿
作
に
向
か
っ
た
そ
う
で
す
。

本
部
に
は

「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

受
付
」「
男
女
別
更
衣
室
」「
男

女
別
荷
物
置
場
」

「物
置
」「
炊

き
だ
し
場
所
」「
合
羽

・
長
靴

等
の
装
備
の
配
布
所
」「
油
同

収
用
辺
川
市
場
」
医
務
室

な

ど
が
設
位
さ
れ
て
お
り
、
阪

神
・
淡
路
大
藤
災
の
経
験
が
生

か
さ
れ
た
充
分
な
受
け
入
れ
態

勢
だ
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。

翌
七
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
朝

九
時
に
作
業
を
開
始
。
海
岸
線

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

は
岩
場
あ
り
、
砂
場
あ
り
、
ま

た
、
汚
染
状
況
も
各
地
で
異
な

っ
て
い
て
、
作
業
方
法
も
い
ろ

い
ろ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

平
塚
の
グ
ル
ー
プ
の
受
け
持

っ
た
固
定
公
園
・
越
前
松
島
海

岸
は
、
石
の
多
い
と
こ
ろ
で
し

た
。
そ
こ
で
、

E
油
の
ふ
き
取

り
と
、
ふ
き
取
っ
た
大
小
の
石

を
リ
レ
l
で
海
に
戻
す
作
業
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
四
十
数
名
と
海

女
さ
ん
た
ち
、
計
六
十
名
ほ
ど

で
あ
た
っ
た
そ
う
で
す
。

当
然
、
地
味
な
人
海
戦
術
で

し
た
が
、
長
期
滞
在
者
が
担
当

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

の
指
揮
の
下
、
作
業
は
円
滑
に

行
わ
れ
、
午
後
二
時
三
十
分
に

終
了
し
ま
し
た
。
八
日
、
九
日

も
続
い
て
好
天
に
恵
ま
れ
、
本

部
の
行
き
届
い
た
連
常
も
あ
っ

て
納
得
の
い
く
仕
事
が
で
き
て

幸
せ
だ

っ
た
と
梨
生
さ
ん
。

今
回
の
メ
ン
バ
ー
十
四
名
は

市
役
所
や
消
防
署
の
人
た
ち
が

中
心
で
し
た
が
、
参
加
者
が
自

発
的
に
集
ま
り
、
費
用
も
参
「
加

者
自
身
と
職
場
内
で
の
個
人
カ

ン
パ
で
賄
わ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
、
大
変
す
が
す
が
し
く
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
素
直
に
自
分
の
出
来
る
範

囲
の
こ
と
を
」
と
い
う
田
代
さ

ん
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

• 
石に付いた重油をふ

き取る

•••••••••••• 
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交
通
災
等
共
済
制
度
は
、
交

通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
に
お
互

い
に
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
掛

け
金
を
も
と
に
見
舞
い
金
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。
平
成
八
年

度
は
約
九
万
人
が
加
入
し
、
見

舞
い
金
を
受
け
取
っ
た
方
は
四

百
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
度
の
加
入
申
込
啓

ars--
g
av--一

-----pp・-z

申
し
込
み
は
、
掛
け
金
を
添

え
て
市
内
金
融
機
関
(
郵
便
局

を
除
く
)
か
、
市
詳
所
内
金
融

機
関
窓
口
へ
。
な
お
、
申
し
込

み
は
四
月

一
日
か
ら
受
け
付
け

ま
す
が
、
共
済
期
聞
が
五
月
一

日
か
ら
始
ま
る
た
め
、
四
月
中

は
予
約
申
し
込
み
期
間
と
な
り

ま
す
。

マ
加
入
で
き
る
方
市
内
に
住

民
登
録
、
ま
た
は
外
国
人
登
録

は
、
四
月

一
日
ご
ろ
に
各
家
庭
し
て
い
る
方

に
宅
配
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
マ
共
済
期
間
平
成
9
年
5
月

士
ロ
際
地
区
と

一
部
マ
ン
シ
ョ
ン

1
日
i
平
成
叩
年
4
月
初
日
、

な
ど
は
宅
配
業
者
の
配
達
地
域
中
途
加
入
は
加
入
日
翌
日
か
ら

に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
お
配
期
間
満
了
ま
で

り
で
き
ま
せ
ん
。
ご
面
倒
を
お
マ
共
済
掛
け
金
(
年
額
)

か
け
し
ま
す
が
、
市
役
所
地
域
・
大
人
五
百
円

づ
く
り
謀
、
市
内
金
融
機
関

・
老
人
(
初
歳
以
上
の
方
)
、
身

(郵
便
局
を
除
く
)
に
置
い
て
あ
体
障
害
者
、
精
神
薄
弱
者

三

る
申
込
特
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

百
円

輩
史
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
は
、
み

な
さ
ん
の
土
地
、
家
屋
、
償
却

資
産
に
対
し
て
、
平
成
九
年
度

の
回
定
資
産
税
の
基
礎
と
な
る

価
格
を
決
め
、
笠
録
し
た
も
の

で
す
。

縦
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、
資
産

税
諜
の
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ

し
Vマ

期
間

4
月
1
日
(
火
)
1
2

日
(
月
)の
聞
の
月
1
金
曜
日

マ
時
間
午
前
8
時
却
分
1
午

後
5
時

マ
ご
覧
に
な
れ
る
方
①
資
産

所
有
者

②
附
有
者
の
阿
倍
の

親
族
、
納
税
管
理
人
、
法
定
代

理
人

③
附
有
者
の
委
任
状
か

同
意
曹
を
お
持
ち
の
方

軽
自
動
車
の
廓
車
は

軽
自
動
車
を
廃
車
す
る
と
き

は
、
四
月

一
固
ま
で
に
手
続
き

を
す
る
と
平
成
九
年
度
の
軽
自

動
車
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

郎
氏
以
下
の
原
動
機
付
き
自

転
車
や
小
型
特
殊
自
動
車
を
廃

車
す
る
と
き
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
、
標
識
交
付
証
明
啓
、

印
鑑
を
お
持
ち
に
な
立
市
民
税

部
税
制
係
丙
線
2
6
8)
へ。

こ
の
ほ
か
の
軽
自
動
車
を
廃

車
す
る
と
き
は
次
の
場
所
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
二
輪
車
(
郎
氏
以
上
)

・
湘
南
自
動
車
検
査
目
立
録
事
務

所
(
平
塚
市
東
並
田
3
6
9
1

m
-
宮

悦

1
8
9
0
8
)

マ
三
輪
・
四
輪
の
軽
自
動
車

-
軽
自
動
車
検
査
協
会
(
平
塚

市
東
盛
田
3
6
9
l
m
・
告
白

|
8
8
2
5
)
 

な
お
、
盗
難
な
ど
で
実
際
に

所
有
し
て
い
な
く
て
も
、
手
続

き
を
し
て
い
な
い
と
引
き
続
き

課
税
さ
れ
ま
す
。
手
続
き
を
代

理
人
や
業
者
な
ど
に
依
頼
し
た

方
は
、
も
う

一
民
こ
確
認
を
。

課
税
台
帳
の
縦
貫

は
4
月
1
日
か
ら

四
月

一
日
(
火
)
か
ら
固
定
資

産
課
税
台
帳
が
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
今
年
は
評
価
替
え
の
年
度

に
あ
た
る
た
め
、
縦
覧
期
間
が

-
中
学
生
以
下

二
百
円

マ
見
舞
い
金
死
亡
官
万
円
)

1
1
週
間
以
上
1
か
月
未
満
の

傷
害
(
一
万
五
千
円
)
ま
で
の

6
段
階

各
地
区
で
受
け
付
け

加
入
の
申
し
込
み
は
次
の
会

場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

。
日
時
・
会
場

マ
4
月
9
日
(水
)
吉
際
自
治

会
館

・
神
田
公
民
館

マ
4
月
刊
日
(
木
)
岡
崎

・
城

島
公
民
館

マ
4
月
日
日
(
金
)

沢
公
民
館

マ
4
月
日
日
(
火
)

田
公
民
館

土
届

・
吉

マ
4
月
日
目
(
水
)

北
公
民
館

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時

却
分
5
正
午

O
持
っ
て
く
る
も
の
加
入
申

込
暫

(各
会
場
に
も
あ
り
ま

す
)
、
掛
け
金

。
問
い
合
わ
せ
先
地
域
づ
く

り
課
(
内
線
2
4
4
) 金

目

・
旭

金
田
・
虫

戸
籍
の
新
サ
ー
ビ
ス

駅

前

窓

口

で

休

日

に

予

約

、

後

日

郵

送

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

新
し
く
始
ま
る
こ
の
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
同
セ
ン
タ
1

8
2
1
1

0
0
1
)
、
ま
た
は
市
民
課

(
内
線
2
3
4
)
へ。

受
け
付
け
て
、
後
日

一
郵

送

す

る

サ

ー

ビ

ス

窓

口

セ

ン

タ

ー

で

タ

を
始
め
ま
す
(
手
数

竹

山
富
納
、
切
手
代
必

証

明

事

務

を

追

加

配

嬰

)

。

軽

自

動

車

の

納

税

証

明

が

、

感

M
Nピ
ル
十
階
に
四
月

一
日
か
ら
公
民
館
内
な
ど

前

あ
る
同
セ
ン
タ
ー
で
市
内
十
五
か
所
に
あ
る
市
民
窓
平
塚
市
明
る
い
選
挙
推
進
協

前

は、

土

・
日
曜
日
や
口
セ
ン
タ
ー
で
発
行
で
き
る
よ
強
会
で
は
、
明
る
い
選
挙
を
啓

鳳

祝
日
に
も
、
住
民
間
以
う
に
な
り
ま
す
。

発
す
る
標
語
を
募
集
し
た
と
こ

の
写
し
な
ど
の
諸
証
マ
取
り
扱
い
日
時
土
・
日
幅
ろ
四
十
点
の
応
募
が
あ
り
、
審

明
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
し
か
目
、
祝
日
等
の
休
日
を
除
く
午
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞

し
、
戸
籍
謄
・
抄
本
に
つ
い
て
前
9
時
1
午
後
5
時

さ

れ

ま

し

た

。

(

敬
称
略
)

は
、
今
ま
で
平
日
の
み
取
り
扱
た
だ
し
、
納
税
証
明
の
う
ち
マ
最
優
秀
賞

「一

摂
を
投
じ

っ

て

い

ま

し

た

。

市

税

完

納
証
明
・
法
人
市
民
税
て
語
れ
政
治
の
普
し
思
し
」

マ
利
用
で
き
る
時
間
午
前
9
納
税
証
明
は
、
今
ま
で
ど
お
り
滞
野
輩
司

(南
原
)

時
i
午
後
5
時

市

役

所

本

庁

舎

の

資

産

税

課

で

マ

優

秀

賞

飯

尾

和

敏

(

千

石

マ
休
み
毎
月
第
3
日
幅
日
と
取
り
扱
い
ま
す
。

、

百
一巳
、
近
野
久
子
(
夕
陽
ケ
丘
)

ロ
月
却
日
1
1月
3
日

マ

問

い

合

わ

せ

先

市

民

課

マ
優
良
賞
品
川
く
め
子

(桃

マ
申
諦
で
き
る
人
申
閉
す
る
(
内
線
2
3
2
)

浜
町
)
、
消
田
常
子

(大
品
)

A
w
h
v
d
h
v
d
h
v
e
h
v
d
h
v
a
q
h
v
a
q
a
V
A司
令
A
W
&
V
A司
令
。
h
V
A司
令
。
令
。
h
V
4
h
V
A
q
h
v
d
a
v
d
h
V
4
h
V
4
h
v
d
b
A司
令
A
q
a
v
e
h
V
A可
h
v
e
h
V
A

の

故

こ

通

る

ナ

地

が

呆

ト

ま

し

で

mv
愛

交

せ

マ

、

制

結

ル

い

ま

ま

通

が

、

さ

通

校

7

針

ベ

て

め

日

交

た

り

し1

け

交

学

川

約

統

ト

れ

し

目

、
を
め
守
、
っ

つ

い

や

J
J

の

う

一

ら

を

ら

オ

児

し

を

J

に

し

庭

J

方

い

シ

え

1
↑

ま

)

・
ル

L

身

正

家

L

t

-

L

肘

料

調

ト

一

ま

を

、

、

む

っ

た

れ

同

州

6

ら

学

ル

ル

ぎ

ル

り

を

り

な

つ
の
じ

ト

月

げ

入

札

通

防

一

守

ち

守

く

か

割

以

4
広

制

車

交

を

ル

を

た

ら

底

亡

な

7

可

シ

・

り

「

ク

が

故

通

ル

供

か

徹

で

い

の

い

い

が

が

繰

は

ボ

人

事

止

交
一

。
子
放

の
故

て

内

喝

只

動

に

ン

と

一
通

防

い

ル

う

た

事

用

事

め

の

付

金

運

斉

ガ

ミ

人

交

放

し

通

よ

ち

通

着

に

し

そ

附

金

一

一
キ

一

、

事

正

交

し

満

交

卜

中
を

ω
ら

安

田

ロ

汀

。

践

の

に

が

ま

に

、

ル

事

ト

れ

白

川

た

通

会

ス

、

っ

す

災

児

児

人

し

虫

で

べ

采

ル

ま

ν

つ

交

、

の

ろ

で

を

学

学

大

践

希

カ

ト

邸

ベ

い

て

采

の

間

年

守

J

一

入

入

、

実

と

協

一

動

ト

て

め

に

春

日

今

ら

ば

ナ

新

新

め

を

夢

の

シ

白

一

出

し

。

車

、

っ

叩

か
と
マ

A'
た

一

域

A'
シ

が

を

す

よ

一/一
d'

J

-
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
で

は
、
こ
の
四
月
か
ら
、
休
日
に

戸
新
謄
・
抄
本
の
予
約
申
前
を

納
期
の
変
更

縦
覧
期
間
の
変
更
に
伴
い
、

第

一
期
納
期
限
は
五
月
二
日
か

ら
六
月
二
日
に
変
一史
と
な
る
予

定
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

資
産
税
課
償
却
資
産
係
(
内
線

2
9
1)
へ
。

路
線
価
等
の
公
開

固
定
資
産

(土
地
)
の
評
価

の
基
礎
と
な
る
路
線
価
等
を
、

四
月

一
日
か
ら
公
開
し
ま
す
。

こ
の
路
線
価
は
、
ど
な
た
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
、
平
日
の
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
に
資

産
税
謀
の
窓
口
へ
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
資
産
税
課

土
地
係

(内
線
2
8
8)

奮の交通安全運動
4月6日(日)--15日(火)

臨
時
清
掃
作
業

職

員

の

募

集

毎
週
土
曜
日
の
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
じ

ん
か
い
車
に
乗
っ
て
、
ご
み
を

収
集
す
る
臨
時
清
掃
作
業
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

マ
応
非
資
格
問
歳
以
上
の
心

身
と
も
に
健
康
な
男
子
学
生

(高
校
生
は
除
く
)

マ
募
集
人
数

5
名
程
度

マ
給
与
日
額
九
千
四
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
環
境
衛
生

業
務
課
(
内
線
5
3
0
)

明

る

い

選

挙

標
語
の
入
賞
者

平塚市職員の募集
一1人

。応募資格昭和41年 7月 2日以

降に生まれた方で申し込み時に前

科術生士の資格を有し 2年以上の

臨床経験のある方

.歯科衛生士(士)… 1人

。応募資格昭和43年 4月 2日以

降に生まれた方で申し込み時に保

健婦(士)の資格を有する方、ま

たは平成 9年 7月までに資格を取

得する見込みの方

@保健婦@看護 婦 … … … 若 干 名

。応募資格昭和31年4月2日以降に

生まれた清護婦免許の取得者

。勤務時間 午前8時30分~午後4時

。勤務日 月~金臨日の迎 5日問

。賃 金時給1，150円 (:rt・与あり)

O締め切り 3月31日(月 〉

.薬剤師………… 1人

。応募資格薬剤師 免許取得者で採

用時現在45歳 未満の方

。勤務時間 午前10時~午後311寺

。勤務回数週3日程度

。 賃 金 時給1，650円
。 締め切り 3月21日(金〉

。 申し込み方法 (共通)

市役所 3階験只諜にある所定の申込舎に必袈事項を記入して、 3月17
日(月)から 4月11日(金)までの聞に、本人が峨只謀に提出してください。

1次試験は 4月26日(土)に実施します。 7月 1日採用予定。

。 問い合わせ先機員課(内 線321)

。申 し込み方法(共通)

市販の履歴舎に必袈事項を記入して、薬剤師または看護婦の免3H正

の写しと一緒に市民荊院庶務課(〒254平塚市南JJ;ll-19 -1 . ft32 -0015 

内融3197)へ本人が直接持参してください(看護婦は郵送も可)。勤務場

所はいずれも市民病院です。

23-1111・35-11 1 1 (内線番号を交換手へ)
23-9467 (担当課名のご記入を)
〒254平塚市浅間町9番1号(担当課名のご記入を)

-竃話
.FAX 
・住所

平塚市役所お問い合わせ・お申し込みは市役所へ



イベント情報

蜜
赤ちゃんの健康メモが15日号に、
サークル掲示板が 1日号に

広
報
ひ
ら
つ
か
の
紙
面
剖
り

な
ど
を
、
四
月
十
五
日
号
か
ら

一
部
変
更
し
ま
す
。

現
在
、

一
日
号
の
四
面
に
掲

載
し
て
い
る

「赤
ち
ゃ
ん
の
健

康
メ
モ
」
を
十
五
日
号
の
八
面

に
、
十
五
日
号
に
掲
載
し
て
い

る
「
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
を

一

日
号
の
四
面
に
変
更
し
ま
す
。

ま
た
、
「
わ
が
家
の
ナ
イ
ス
シ

ョ
ッ
ト
」
を
終
了
し
、
新
し
く

一
日
号
に
「
ひ
ら
つ
か
の
伝
承

料
理
」
と
「
平
塚
再
発
見

・ご
カつらひ報広のとんさな

で

み

い
の
合

一
し

タ
話

ニ
の

モ
て

政

い
市
つ

第595号広報ひらつか

市
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

今
年
も
「
塑
陶
ひ
ら
つ
か
寄
席
」

が
聞
か
れ
ま
す
。

マ
日
時

6
月
却
日
(
日
)
午
後

1
時
間
場

マ
出
演
者

図

三
遊
亭
回
歌
、
春 三遊亭園歌さん春風亭小朝さん

存
じ
で
す
か
」
を
、
十
五
日
号
屯
稲
脅
号
、
赤
ち
ゃ
ん
の
氏

に
「
育
児

一
口
メ
モ
」
を
述
載
名
・
生
年
月
日
・
性
別
を
記
入

し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

し
て
、
平
塚
市
広
報
広
聴
謀

な
お
、
「
赤
ち
ゃ
ん
の
ス
テ
l

「
赤
ち
ゃ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
」
係
へ
。

ジ
」
と

「サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
マ
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
・
:
毎
月
ー

の
応
募
婆
領
は
次
の
と
お
り
で
臼
締
め
切
り
。
政
治
・
宗
教
・

す
(
変
吏
は
い
ず
れ
も
締
め
切
営
利
目
的
の
も
の
は
掲
載
で
き

り
日
の
み
)
。

ま
せ
ん
。
応
募
は
掲
載
希
望
事

マ
赤
ち
ゃ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
:
・
毎
項
を
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で
、

月
初
日
締
め
切
り
。
対
象
は
市
平
塚
市
広
報
広
聴
謀

「サ
1
ク

内
に
お
住
ま
い
の

一
歳
未
満
の
ル
掲
示
板
」
係
へ
。
ス
ペ
ー
ス

赤
ち
ゃ
ん
。
抽
選
の
う
え
6
人
の
都
合
な
ど
で
掲
載
で
き
な
い

掲
載
。
応
募
は
封
書
に
カ
ラ
l

場
合
も
あ
り
ま
す
。

写
其
(
サ
ー
ビ
ス
判
)
を
同
封
マ
問
い
合

わ

せ

先

広

報

広

聴

五

月

十

一
日
(
日
)
に
総
合
公

し
、
保
護
者
の
住
所

・
氏
名
・
課
(
内
線
3
1
4)

固
で
開
催
す
る

「第
十
五
回
お

-
A
y
a
-
A
Y
A
'
Aハ
y
a
F
A
Y

‘，A
Y盆

'
A
Y
&曹
A
Y
'
A
Y
'
A
ve-
-
A
n
y
-
-
A
y
-
-
nY企曹
A
Y
M
T
G・4

・
会
場
平
塚
商
工
会
議
所

・
申
込
先
平
塚
商
工
会
議
所

宮

(
n)
2
5
1
0

。
地
区
間
盟
の
部

・
日
時

4
月
辺
日
(火
)
午
後

6
時
i

・
会
場
勤
労
会
館

・
申
込
先
平
塚
地
区
間

m
E

(幻
)
7
1
4
0

。
地
区
労
の
部

・
日
時

4
月
お
日
(
水
)
午
後

6
時

t

・
会
場

勤
労
会
館

・
申
込
先

平
塚
地
区
労
宮

(辺
)
5
2
7
9

の
ど
白
伎
の
参
加
岩
募
集

四
人

一
組
み

で
楽
し
く
踊
る

ス
ク
エ
ア
ダ
ン

ス
の
初
心
者
講

糊
口
会
を
聞
き
ま

す
。
対
象
は
、

小
学
校
高
学
年

か
ら

一
般
ま
で
。

募
集
人
数
は
、

二
十
人
で
す
。

ぜ
ひ
、
お
申

し
込
み
を
。

マ
日
時

4
月
1
8月
の
毎
週

土
酬
明
日
、

午
後
7
時

i
9時

(
全
初
回
)

マ
会
場
背
少
年
会
館

マ
費
用
月

一
千
円
(
別
途
テ

キ
ス
ト
代

一
千
円
)

マ
購
師
よ
野
敏
文
さ
ん

お
申
し
込
み
は
、

三
月
三
十

日
(
日
)
ま
で
に
青
少
年
会
館

(宮
担

|
7
0
2
9
)
へ。

スクエアダンス教室

第
四
十

一
回
労
働
祭

・
の
ど

自
慢
大
会
の
予
選
会
に
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
労
働
祭
の
本
大
会
は
五

月
二
十
三
日
(
金
)
に
市
民
セ
ン

タ
ー
で
聞
か
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
勤
労
会

館

(g
nl
3
3
5
5
)
へ。

O
市
商
連
・
市
工
連
・
官
公
庁

等
の
部

・
日
時

4
月
初
日
(
日
)
午
後

0
時
泊
分
1

平
成
九
年
度
の
博
物
館
行
事

の
年
間
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
往
復
は
が
き
に

住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
希
望
す
る
会
の
名
前
を
記

入
し
て
三
月
三
十

一
日
ま
で
に

博
物
館
(
〒
加
平
塚
市
浅
間
町

ロ1
4
)
へ
。
家
族
蓄
の
場

合
は
、
一
枚
の
は
が
き
に
全
日

の
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

活
動
場
所
、
募
集
人
数
な
ど

は
博
物
館

(宮
お
1

5
1
1
1)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
相
模
川
の
生
い
立
ち
を
探
る

会
・
・
・
地
形
や
地
質
と
暮
ら
し
と

の
関
連
を
考
え
な
が
ら
野
外
観

察
を
行
い
、
会
報
を
発
行
す
る

・
活
動
日
毎
月
1
回
日
曜
日

リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
居
者
を
募
集

の
午
前
9
時
i
午
後
4
時

・
活
動
場
所
県
内
各
地

マ
平
塚
の
空
襲
と
戦
災
を
記
録

す
る
会
:
・
体
験
者
か
ら
の
聞
き

取
り
ゃ
戦
災
地
図
の
作
成
を
行

い、

「戦
災
総
」
を
刊
行
す
る

・
活
動
日
毎
月
第
2
・
第
3

も
し
ろ
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
l
マ

ー
ケ
ッ
ト
」
へ
の
出
庖
希
望
者

を
募
集
し
ま
す
。

対
象
は
市
内
に
お
住
ま
い
の

プ
ロ
で
な
い
万
で
、
募
集
す
る

の
は
二
百
二
十
庖
(
世
情
・
グ

ル
ー
プ
と
も
一
底

。
リ
サ
イ
ク

ル
に
関
係
な
い
手
作
り
品
、
飲

食
物
、
生
き
物
、
電
気
製
品
は

販
売
で
き
ま
せ
ん
。

お
申
し
込
み
は
、
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
販

売
す
る
品
物
、
当
日
の
交
通
手

段
を
記
入
し
て
、

三
月
二
十
四

日

(必
お
)
ま
で
に
環
境
衛
生

業
務
課

(〒
加
平
塚
市
浅
間
町

9
1
1
)
へ
。
は
が
き
は
世
帯
、

グ
ル
ー
プ
と
も

一
枚
の
み
。

な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
三
月
二
十
七
日
に
公
開
で

抽
選
を
行
い
ま
す
。
抽
選
結
果

は
申
し
込
ん
で
い
た
だ
い
た
方

全
日
に
郵
送
で
通
知
し
ま
す。

※
今
凶
か
ら
出
庖
場
所
へ
の
車

の
進
入
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

今
回
出
屈
さ
れ
た
方
は
、
次
回

の
知
識
と
技
術
を
学
ぶ

・
活
動
日
原
則
と
し
て
毎
月

1
回
土
曜
日
の
夜
間

・
対
象
中
学
生
以
上

(
四
歳

未
満
は
保
護
者
名
も
記
入
)

・
定

μ
m
w人
程
度

マ
馬
俗
探
訪
会
:
右
仏
、
社
寺
、

博
物
館
の
年
間
会
員
に

土
晦
日
午
後
1
時
却
分
1
4時

マ
古
文
書
講
読
会
・・
・
近
世
地
方

文
舎
の
読
解
を
通
し
て
地
域
の

歴
史
を
学
ぶ

・
活
動
回
毎
月
第
2
・
第
4

土
曜
日
の
午
後
2
時
1
4時

マ
天
体
観
察
A
Z
-
-
・流
星
群
や
月

食
な
ど
を
観
察
し
、
天
体
観
察

6
月
白
目
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

湘
歯

υAりつか
a
a怠

風
亭
小
朝
、

一ニ
遊
亭
小
円
歌
、

花
島
世
津
子

マ
入
場
料

三
千
円
(
全
席
指

g
 

前
売
り
入
場
券
は
、

三
月
三

十
日
(
日
)
午
前
十
時
か
ら
市
民

セ
ン
タ
ー
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、

チ
ケ
ッ
ト
セ
ゾ
ン
、
ヤ
ン
レ
イ

レ
コ
ー
ド
、
稲
元
屋
楽
器
庖
、

サ
ク
ラ
件
庖
コ
ミ
ッ
ク
館
、
花

水
性
脂
、
出
口
書
底
、
た
ま
る

哲
房
、
後
藤
冊
目
、
周
横
田
骨
庖
、

文
栄
堂
、
越
地
特
庖
、
サ
ク
ラ

文
日
付
旭
庖
、
マ
イ
ブ
ッ
ク
ス
ほ

か
で
発
売
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
市
民
セ
ン

タ
ー
(宮
認
|
2
2
3
5
)
へ。

年
中
行
事
、
民
間
信
仰
、
耕
地

の
観
察
な
ど
を
通
し
て
生
活
文

化
の
広
が
り
と
変
化
を
調
べ
る

・
活
動
日
毎
月
1
回
口
昭
自

の
午
前
日
時
1
午
後
4
時

マ
古
代
遺
跡
を
探
す
会
・・・遺跡

の
表
面
採
集
と
分
布
の
調
査
を

行
い
、
考
古
学
の
基
礎
を
学
ぶ

は
出
庖
で
き
ま
せ
ん
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
環
境
術
生

業
務
課
(
内
線
2
3
9
)

|耕せ・SHONAN

農
業
を
も
っ
と

理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
金
目

地
区
の
水
田
で
四

月
の
種
ま
き
か
ら

十
月
の
稲
刈
り
ま

で
を
体
験
す
る

「
農
業
体
験
講
座
」

が
聞
か
れ
ま
す
。

対
象
は
市
内
に

お
住
ま
い
か
、
お

勤
め
の
方
で
、
募

集
人
数
は
三
十
人
。
応
募
は
家

族
単
位
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

会
費
は

一
人
四
千
円
、
収
離
し

た
お
米
は
参
加
者
で
分
け
合
い

ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、
往
復
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

柴
を
記
入
の
、
?
ぇ
、

J
A湘
南

企
画
部
組
合
只
謀
「
お
米
さ
ん

ク
ラ
ブ
」
事
務
局
(
〒
加
平
塚

市
八
重
咲
町
3
1
1
)
へ
。
締

め
切
り
は
三
月
三
十
一
日
。
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

州財
産
課

(
内
線
5
4
0
)

-
活
動
日
毎
月
1
同
日
曜
日

の
午
前
叩
時
3
午
後
3
時

・
活
動
場
所
市
内
各
地

・
募
集
人
員

若
干
名

マ
裏
打
ち
の
会
・・・古
文
牲
の
裏

打
ち
の
技
術
を
学
び
、
実
際
に

博
物
館
資
料
の
裏
打
ち
を
す
る

・
活
動
日
毎
月
第
3
水
曜
日

の
午
前
叩
時
1
午
後
3
時

マ
漂
着
物
を
拾
う
会
・
・
・海
岸
に

打
ち
上
げ
ら
れ
る
様
々
な
物
を

博
物
館
資
料
と
し
て
収
集
す
る

・
活
動
日
原
則
と
し
て
奇
数

月
の
第
2
土
曜
日
の
午
前
9
時

却
分
i
U
時

・
会
場

平
塚
海
岸

※
指
定
の
な
い
行
事
の
会
場
は

博
物
館

正しい情報を得るために
ラジオを用意しておきましょう

、 "ケ持~::J.，~_I

んへひとり
わが家の防災対策を確認(連載⑩

※いずれの制度も所得制限があり

ます。

2芋しくは氾窓締祉課(内線216)

にお尋ねください。

-児童扶養手当制度

父母の離婚や父の死亡などによ って、父と

一緒に生活をしていない児蛍 に手当を支給す

る制度。遺族年金受給者等は除く 。

・医療貨助成制度

母子・父子家庭などのひとり貌家庭の方が

医者にかかったとき、医療保険 の 自 己 負 担 額

が無料になる制度。

.家庭奉仕員派遣制度

母子 ・父チ家庭、寡婦の方が病気などのた

め、日常の家事や育児に困ったとき、家庭浴

仕只が身の回りのお世話をする制度。

災害時には、い ろいろなデマに惑わ

されないよう、正 しい情報を得るよう

に心、カ叫すましょう 。

正確な 情 報 の 縫 保には、停電しでも

使える電池式のラジオが必'(/~:品です。

市で は 、 災 害 時に FM湘 南ナ パサ

C78.3MHz) を通じて様々な情報を提供

します。

予備の電池も:忘れずに。

0担当 防災課(内線357)

。清掃し尿従量手数料 (第12期)
。清掃し尿ごみ定額手数料(第4期)

。公共下水道使用料(第12期)

。国民健康保険税 (第10期)

く〉国民年金保険料 (第12期)

3月納期の市税・手数料
3月31日(月)納期最終日
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阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
大
地
震
直
後
の
消
火
救
助
・
救
援
活
動
を
、
行
政

が
す
べ
て
行
う
の
は
不
可
能
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
市
で
は

「
行
政
対
応
の
隈
界
」
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
「
自
主
防
災
」
の

意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
各
種
団
体
な
ど
と
の
「
相
互
応
援
協
定
」
の
締
結
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
さ
ま
ざ
ま
な
協
定
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

市
で
は
地
域
防
災
計
画
を
凡

直
し
、
こ
の

一
月
十
七
日
か
ら

新
し
い
計
画
に
基
づ
い
た
防
災

対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
す

で
に
保
存
食
や
毛
布
な
ど
の
備

蓄
の
拡
充
や
、
小
中
学
校
の
耐

震
化
な
ど
の
対
策
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
す
べ
て
の
防
災
対

策
を
行
政
だ
け
で
行
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
阪
神

・
淡
路
大

震
災
で
は
、
大
災
害
直
後
の
消

火
・
救
助
・
救
援
な
ど
の
活
動

は
、
行
政
だ
け
で
は
対
応
し
き

れ
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
、
よ
り
効
率
的
な
対

策
の

一
つ
と
し
て
、
各
種
団
体

の
専
門
機
能
を
利
用
し
た
り
、

情
報
の
収
集

タ
ク
シ
ー
無
線
を
活
用
し
、

被
災
現
場
の
情
報
を
災
害
対
策

本
部
に
提
供
し
て
い
た
だ
く
協

定
を
、
県
乗
用
自
動
車
協
会
相

模
支
部
平
塚
地
区
会
と
結
ん
で

い
ま
す
。
災
害
時
に
は
、

二
十

四
時
間
態
勢
で
走
っ
て
い
る
タ

ク
シ
ー
の
無
線
か
ら
、
災
害
現

場
の
状
況
や
道
路
、
橋
な
ど
の

破
損
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
す
。

昨
年
刊
月
に
聞
か
れ
た
「自
主
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
、
石
井

大
磯
町
長
、
西
山
二
宮
町
長
と
吉
野
市
長
が
協
定
に
調
印

民
間
染
者
の
流
通
備
轄
を
利
用

し
た
り
す
る

「協
さ
の
締
結

を
進
め
て
い
ま
す
。

• 
提
供

ま
た
、
地
域
の
情
報
な
ど
を
提

供
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
塚

地
域
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ

と
も
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す

0

・
F
M
湘
南
ナ
パ
サ

災
害
時
に
F
M湘
南
ナ
パ
サ

(花・

3
メガ
ワ
)
の
放
送
に

「緊

急
割
り
込
み
」
が
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
設
け
て
い
ま
す
。
大
地

震
な
ど
の
際
に
は
、
市
か
ら
直

接
F
M湘
南
ナ
パ
サ
の
放
送
を

通
じ
て
、
避
雌
や
後
旧
活
動
な

ど
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

災
害
時
に
は
、
様
々
な
デ
マ

に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
、
正
し

い
情
報
を
得
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
停
電
し
て
も
使
え
る
電
池

式
の
ラ
ジ
オ
を
、
非
常
持
ち
出

し
品
の
一
つ
と
し
て
ぜ
ひ
準
備

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

-
S
C
N
(湘
南
ケ
ー
ブ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
)

火
災
が
発
生
し
た
り
、
津
波

特
報
や
日
米
海
地
震
特
戒
立
百
が

発
令
さ
れ
た
り
し
た
場
合
、
災

害
情
報
を
文
字
で
お
知
ら
せ
す

る
シ
ス
テ
ム
を
一
出
入
し
て
い
ま

す
。

物
資
の
調
達

食
料
や
生
活
必
需
品
を
災
害

発
生
前
の
「
平
常
価
格
」
で
安

定
提
供
し
て
い
た
だ
く
協
定
を
、

百
貨
底
、
ス
ー
パ
ー
、
食
品
会

社
な
ど
と
結
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
協
定
に
は
、
物
資
価
格
や
供

給
状
況
な
ど
の
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
協
同
組
合
と
の

協
定
に
は
、
組
合
口
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

燃
料
の
供
給

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
(
県
石

油
業
組
合
湘
南
支
部
)
や
灯
油

販
売
業
者
な
ど
と
、
災
害
時
に

燃
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
協

定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

市
内
五
十
五
か
所
の
避
難
所

に
は
、
な
ベ
、
か
ま
、
や
か
ん

な
ど
が
備
務
し
で
あ
り
ま
す
。

県
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
協
会
湘
南

支
部
平
中
部
会
と
は
、
震
度
五

以
上
の
地
従
が
発
生
し
た
場
合
、

各
避
難
所
に
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を

自
動
的
に
届
け
て
い
た
だ
く
協

定
も
結
ん
で
い
ま
す
。

障建
害設 ~
物 業E
除協町
去会
言11 ，こ
練よ

る
道
路

ボ
ラ
シ
一テ
タ

um麦
援

市
内
に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る

東
海
大
学

・
神
奈
川
大
学
と
、

大
学
施
設
の
使
用
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
文
扱
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
協
定
を
交
わ
し
て
い
ま

す
。
災
害
時
に
は
、
岡
大
学
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
災
害
派
遣
隊

の
宿
営
地
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
離

発
着
場
、
災
害
派
地
隊
車
両
の

基
地
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
大
学
聞
の
つ
な
が
り

を
生
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

募
集
や
受
け
付
け
、
あ
っ
せ
ん

な
ど
も
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

殺
急

・
救
麗

医
療
に
必
要
な
資
材
や
職
口

の
派
遣
に
つ
い
て
の
協
定
を
、

各
種
団
体
と
結
ん
で
い
ま
す
。

医
薬
品
に
つ
い
て
は
、
平
塚
中

郡
薬
剤
師
会
、
市
内
に
営
業
所

が
あ
る
卸
売
り
業
者
、
新
町
に

工
場
と
自
社
の
流
通
セ
ン
タ
ー

遠
く
の
ま
ち
・近
に
の
ま
ち

友
好
都
市
の
岐
阜
砦
向
山
市

と
法
手
県
花
巻
市
、
平
塚
市
と

同
様
に
港
を
持
つ
千
葉
県
銚
子

市
・
静
岡
県
市
水
市

・
常
城
県

石
巻
市
、
お
よ
び
大
磯
町

・
二

宮
町
と
相
互
応
援
協
定
を
結
ん

で
い
ま
す
。

銚
子
市
・
清
水
市

・
石
巻
市

と
は
、
陸
上
交
通
網
が
寸
断
さ

れ
た
場
合
に
救
扱
物
資
を
海
上

ル
1
ト
で
や
り
取
り
し
ま
す
。

な
お
、
輸
送
に
あ
た
っ
て
、

平
塚
市
は
船
を
持
っ
て
い
な
い

の
で
、
船
舶
会
社
と
輸
送
船
を

借
り
る
契
約
を
結
ん
で
い
ま
す
。

を
持
つ
製
薬
会
社
・

三
共
と
協

定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
協
定
に
基
づ
き
、

臨
時
救
護
所
で
は
、
薬
剤
師
会

が
手
持
ち
の
薬
品
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
医
師
会
や
平
塚
市

赤
十
字
奉
仕
団
の
メ
ン
バ
ー
な

ど
が
救
護
活
動
に
あ
た
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
酸
素
ボ
ン
ベ

が
必
要
な
在
宅
療
養
患
者
の
た

め
に
、
液
体
酸
素
や
酸
素
濃
縮

器
の
調
達
に
関
す
る
協
定
を
、

医
療
業
者
と
結
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も

織
々
な
協
定
が

災
害
時
に
楠
や
道
路
な
ど
を

復
旧
し
て
い
た
だ
く
協
定
を
、

平
塚
建
設
業
協
会
と
結
ん
で
い

ま
す
。
同
協
会
で
は
緊
急
工
作

隊
を
組
織
し
て
、
市
内
を
四
つ

の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
自
主
的

判
断
に
基
づ
い
て
緊
急
輸
送
道

路
を
優
先
的
に
彼
旧
し
ま
す
。

ま
た
、

二
千
四
百
台
を
超
え

る
ト
ラ
ッ
ク
を
保
有
す
る
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
平
境
地
区
支
部
と

は
、
飲
料
水
や
食
料
、
仮
設
ト

イ
レ
な
ど
を
運
ん
で
い
た
だ
く

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
厚
木
市
に
合
服
を

持
つ
ト
イ
レ
リ
1
ス
会
社
と
協

定
を
結
び
、
災
害
時
に
は
必
要

な
数
の
ト
イ
レ
を
用
意
し
ま
す
。

青少年相談室
(市民センター2階)

034-7311 

毎週月~金曜日 9時。青少年相談

-16時
。悩みごとは「ヤングテレホンj

ft33-7830 

毎週月~金曜日 9時-18時30分

(土曜日は13時-18時30分)

市民相談室
(市役所 1階)

告 23-1111内線293

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

036-6013 

。来所相談

17時

。電話相談毎週月~土曜日 9時~

17時(第 2・第4土曜日を除く)

毎週月~金曜日10時~

。ボランティア相談

日8時30分-17時
。結婚相談毎週日昭日10時-15時

(第 3日曜日は除く)

。母子相談毎週月~金曜日 9時~

16時
。家庭児童相談

時-16時

。婦人相談 4月10日(木)10時-15時

。高齢者職業相談毎週月~金曜日

9時30分-16時

-毎週月~木曜日 9時30分-16時
(木曜日は12時まで)

毎週月~金曜4月 3日(木)

毎週金曜日 9時~

毎週金曜日 9時~

毎週月~金曜日 9毎週月~金曜日 9

福祉会館

子育て相談室
(須賀保育園 2階)

021-7639 

。高年齢者職業相談

9時-12時
。消費生活相談

16時
。手話案内相談

12時30分
。一般市民相談

時-16時

もしもし健康相談
(保健センター)

034-1221 

233-2333 
0専門(法律、金融、住宅、保健医

療)相談 4月10日(木)13時30分

-15時30分(予約制)

。生活支援相談毎週月~金曜日 8

時30分-17時

。人権法律相談・行政相談 3月18

日(火)、 4月1日(火)13時-16時

。一般法律相談毎週水曜日13時~

16時(予約制)

O登記・ 供託 ・測量相談

(金)13時-16時

。住宅(新 ・改築)相談 3月18日
(火)、 4月15日(火)13時-16時

。発明 ・考案 ・特許相談 4月7日

(月)10時-15時

。労働相談 4月10日(木)13時-16
時

。下請け取り引き巡回あっせん相談

3月21日(金)13時30分-16時
。年金・社会保険・労災相談 4月

8日(火)10時-15時
。健康相談 3月17日(月)9時30分

-11時30分(予約制)

。建築設計 ・耐震相談

(月)13時-16時

4月11日

4月14日

-毎週月 ・木曜日101侍-16時
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ささ

地
震
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
、
家
具
の
転
倒
防
止
対

策
は
し
で
あ
り
ま
す
か
。
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
は
万
全
で
す
か
。
家
咲
か
ば
ら
ば
ら
に
な
っ

た
と
き
の
連
絡
方
法
や
集
合
場
所
は
決
め
て
あ
り
ま
す
か
。
避
難
施
設
は
ど
こ
か
ご
存
じ
で
す
か
。

防
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
ま
す
か
:
・
。
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
の

日
ご
ろ
の
備
え
と
心
構
え
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
A

フ
す
ぐ
総
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
族
で
防
災
会
鶴
を

A
V
話
し
合
い
の
ポ
イ
ン
ト

①
家
の
中
で
ど
こ
が

一
帯
安
全

カ②
子
供
や
お
年
寄
り
の
避
難
は

だ
れ
が
責
任
を
持
っ
か

③
避
難
す
る
と
き
、
だ
れ
が
何

を
持
ち
出
す
か

④
避
難
場
所
、
避
難
経
路
の
確

認⑤
家
族
聞
の
連
絡
点
法
と
最
終

的
に
務
ち
介
、
っ
場
所
は
ど
こ
に

す
る
か

家
の
肉
外
の
安
全
対
策
を

-
家
具
の
転
倒
防
止
を

家
が
壊
れ
な
く
て
も
家
具
が

倒
れ
た
ら

「命
」
は
危
険
に
さ

ら
さ
れ
ま
す
。
阪
神

・
淡
路
大

援
災
で
は
、
約
九
割
の
方
が
家

第595号広報ひらつか回

具
や
建
物
の
下
敷
き
に
な
っ
て

亡
く
な
り
ま
し
た
。

家
具
に
は
転
倒
防
止
対
策
を

す
る
と
と
も
に
、
中
の
物
が
飛

び
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
タ
ン
ス
や

棚
の
上
に
は
重
い
も
の
や
ガ
ラ

ス
類
は
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
特
に
、
寝
て
い
る
と

き
は
無
防
備
で
す
。
寝
室
の
安

全
対
策
も
忘
れ
ず
に
。

-
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
と
照
明

器
具
の
固
定

割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
破
片
は
凶

持
に
変
わ
り
ま
す
。
慾
ガ
ラ
ス

や
戸
棚
の
ガ
ラ
ス
に
は

「飛
散

防
止
フ
ィ
ル
ム
」
を
は
り
、
照

明
器
具
は
落
ち
て
こ
な
い
よ
う

同
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
割
れ
た
と
き
の
こ
と

一
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
で

一

一
ご
み
分
別
は
変
わ
り
ま
す
か

一

りン(~3~コと
~'VIリアtJ.

ヒっ古うた.

リサイクルキャラクターのクルクル

を
考
え
て
、
厚
手
の
ス
リ
ッ
パ

を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

0

.
家
の
回
り
の
安
全
対
策
も

昭
和
五
十
三
年
の
宮
城
県
沖
'

地
震
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
下
敷
き
に
な
り
多
く
の
方
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。
日
ご
ろ
か

ら
家
の
周
り
の
ブ
ロ
ッ
ク
堺
な

ど
を
点
検
し
、
補
強
な
ど
の
対

策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

消
火
用
具
は
す
ぐ

使
え
る
と
こ
ろ
に

延
焼
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
は
初

期
消
火
で
す
。
消
火
器
な
ど
の

消
火
用
具
は
使
い
や
す
い
と
こ

ろ
に
世
く
と
と
も
に
、
消
火
用

水
と
し
て
浴
槽
に
は
常
に
水
を

は
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
ち
出
し
ロ
聞
は

-

一
次
持
ち
出
し
品
:
・
す
ぐ
に

持
ち
出
せ
る
よ
う
に
、
あ
ら
か

じ
め
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
に
つ
め
て

お
き
ま
し
ょ
う

マ
貨
市
一品
:
・
現
金
、
質
合
通
帳
、

保
険
証
、
免
併
証
な
ど

マ
ラ
ジ
オ
・
・
・
屯
池
式
で

F
M放

送
も
入
る
も
の

マ
懐
中
電
灯
・
:
出
来
れ
ば

一
人

に
一
つ
、
予
備
の
屯
池
も

マ
非
常
食
品
・
:
缶
切
り
、
栓
抜

き
も
忘
れ
ず
に

マ
応
急
医
薬
品

マ
そ
の
他
-
-
-
下
着
や
上
沼
な
ど

の
衣
類
、
タ
オ
ル
、
テ
ィ
ッ
シ

ュ
、
雨
具
、
軍
手
、
ヘ
ル
メ
ツ

-
仁

1
.. …

容
器
包
装
リ

i

!

・

.:1

1
・:…

サ
イ
ク
ル
法
が

四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
そ
う
で

す
が
、
ご
み
の
分
別
収
集
の
方

法
な
ど
は
変
わ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
(
横
内
今
井
孝
さ
ん
)

ト
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
、
洗

面
払
、
生
理
用
品
な
ど

av二
次
持
ち
出
し
品
:
・
組
織
的

な
救
援

・
救
護
活
動
が
軌
道
に

釆
る
ま
で
、
最
低
三
日
間
は
自

活
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
、
っ

マ
食
料
・・・米
や
簡
単
な
調
理
で

食
べ
ら
れ
る
食
品

マ
飲
料
水
・・・1
人
1
日
3
tが

自
宅
ポ
リ
タ
ン
ク
な
ど
で
保

存
を

マ
燃
料
:
・
卓
上
コ
ン
ロ
や
固
形

燃
料

-
こ
ん
な
も
の
も
必
要
で
す

マ
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
場
合
・
・
・
ほ

責
任
と
と
も
に
、
容
器
な
ど
を

製
造
・
使
用
し
て
い
る
事
業
者
ー

お
よ
び
消
費
者
の
責
任
に
つ
い

て
も
規
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
の
穆
旨
に
基
づ
き
、

四
月
以
降
ガ
ラ
ス
び
ん
を
ご
み

4
月
か
ら
「
び
ん
」
は
中
を

洗
い
栓
を
外
し
て
く
だ
さ
い

ご
み
の
増
加

一
お
答
え

…

，JE
R

j

と
多
梯
化
に
伴

ぃ
、
ご
み
の
排
出
品
を
抑
制
し

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め

「容
持
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が

制
定
さ
れ
、

四
月
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。
こ
の
法
律
は
行
政
の

と
し
て
出
す
と
き
は
、

中
を
洗

い
、
栓
を
外
し
て
、
現
在
と
同

じ
「
資
源
再
生
ご
み
」
の
「
び

ん
類
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の

「資
源
再
生
ご
み
」

(
古
紙
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、
金
属

類
、
布
類
、
て
ん
ぷ
ら
油
)
は

乳
ぴ
ん
や
粉
ミ
ル
ク
、
離
乳
食
、

紙
お
む
つ
な
ど

マ
お
年
寄
り
が
い
る
場
合
・
--予

備
の
眼
鏡
、
入
れ
歯
、
補
聴
器

な
ど

マ
避
難
コ

1
ス
は
ガ
ラ
ス
の
破

片
や
が
れ
き
な
ど
で
危
険
が

一

杯
で
す
。
ス
リ
ッ
パ
や
靴
も
忘

れ
ず
に

マ
そ
の
他
・
・
ガ
ム
テ
l
プ
、
ロ

ー
プ
、
マ
ス
ク
、
さ
ら
し
な
ど

防
災
訓
練
に

移
加
し
よ
う

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

地
域
ぐ
る
み
の
防
災
活
動
が
被

害
の
拡
大
を
防
ぐ
の
に
大
き
く

役
立
ち
ま
し
た
。

災
害
時
に
頼
り
に
な
る
の
は

家
族
や
隣
近
所
に
住
む
人
々
で

す
。
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
防

災
訓
練
を
は
じ
め
と
す
る
自
主

防
災
組
織
の
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

※
担
当
消
防
本
部
防
災
課

宮
(お
)
1
1
1
1
(内
総
3
5

7
)
 

今
ま
で
ど
お
り
の
方
法
で
収
集

し
ま
す
。

な
お
、
市
で
は
現
在

「燃
せ

な
い
ご
み
」
と
し
て
収
集
し
て

い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
、
十
月

か
ら

一
部
の
地
区
を
モ
デ
ル
地

区
に
折
定
し
て

「資
淑
再
生
ご

み
」
と
し
て
収
集
す
る
計
画
を

進
め
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
ご
み
の
分
別
と

減
品
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

マ
担
当

環
境
衛
生
業
務
課

宮
(お
)
1
1
1
1
(内
線
5
3

7
)
 

※
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
提
案
は

お
気
軽
に
広
報
広
聴
諜
広
聴
担

当
宮
(お
)
1
1
1
1
(内
線
3

5
5
)
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
卒

業

式

卒
業
式
に
は
、
今
ま
で
慣
れ
親
し
ん
だ
小
学

校
時
代
や
中
学
校
時
代
へ
の
お
別
れ
を
す
る
寂

し
さ
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、

小
学
生
に
と
っ

て
は
中
学
校
、

中
学
生
に
と
っ
て
は
高
校
と
い

う
、
今
の
自
分
よ
り
少
し
大
人
の
世
界
へ
の
期

待
と
杢
安
が
混
ざ
り
合
っ
た
複
雑
な
思
い
を
胸

に
抱
く
も
の
で
す
。

こ
れ
は
心
理
学
的
に
説
明
す
る
と

「通
過
儀

礼
(
イ
ニ
シ
エ

l
シ
ヨ
ン
ご
と
い
っ
て
、

一

度
死
ん
で
生
ま
れ
変
わ
る
体
験
で
す
。
少
し
お

お
げ
さ
な
感
じ
が
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

今
ま
で
の
自
分
に
お
別
れ
を
し
て
、
新
た
に
生

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
は
人
生
の
中
で
こ

う
い
う
心
理
的
体
験
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
、

一
歩
ず
つ
大
人
へ
と
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

人
生
の
節
目
に
は
、
本
按
式
の
ほ
か
に
成
人

式
や
結
婚
式
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
儀
式
が
あ
り
ま

す。

こ
う
い
っ
た
儀
式
に
は
、
心
の
成
長
を
助

け
る
重
要
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
体

験
を
経
な
い
と
、
体
は
成
長
し
て
も
心
が
な
か

な
か
大
人
に
な
り
き
れ
な
い
も
の
な
の
で
す
。

少
し
前
の
世
の
中
で
は
、
こ
う
い

っ
た
儀
礼

は
大
変
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
近
ご
ろ
は
形
は
残
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
ほ

ど
重
要
な
こ
と
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
帯
保
で
は
、
現
代
は
大
人
に
な

る
き
っ
か
け
が
つ
か
み
に
く
く
、

心
が
成
長
す

る
の
が
難
し
い
時
代
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

卒
柴
式
を
子
供
た
ち
の
成
長
に
と
っ
て
大
切

な
と
き
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
見
守
っ
て
い
て

や
り
た
い
も
の
で
す
。

A-子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

山
一
部
普
小
学
校
北
側
宮
(部
)
6
0
1
3

高
脂
血
症
は
血
管
の
黄
信
電

栂
捷
崎
町

、
え
た
状
態
を
、
高
脂
血
痕
と

i

・1
1

い
い
ま
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も
中
性

脂
肪
も
、
体
に
は
必
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。
し
か
し
、

高
脂
血
症
が
進
む
と
、
次
の

段
階
で
あ
る
動
脈
硬
化
を
引

最
近
、
日
肪
胤
症
の
人
が

増
え
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
病
気
な
の
で
し

ょ
う
か
。
予
防
法
と
あ
わ
せ

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

蕊
答
え

高
脂
血
荏
と
は
、
血
液
中

の
脂
肪
が
多
す
ぎ
る
状
態
を

い
い
ま
す
。

私
た
ち
の
血
液
の
中
に
は

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂

肪
な
ど
、
い
く
つ
か
の
脂
質

が
、
た
ん
ぱ
く
質
と
結
び
つ

き
「
リ
ポ
た
ん
ぱ
く
」
と
呼

ば
れ
る
粒
子
と
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
脂
質

の
一
種
類
以
上
が
異
常
に
増

---a
p
bτ

，、

き
起
こ
し
、
脳
梗
塞
や
心
筋

梗
塞
な
ど
の
原
因
と
な
り
ま

す。
日
脂
血
症
は
向
覚
症
状
が

無
い
た
め
、
「
改
普
し
よ
う
」

「
病
院
に
行
こ
う
」
と
思
い

づ
ら
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
動
脈
硬
化
が
血
管

の
赤
信
号
と
す
れ
ば
、
高
脂

血
症
は
黄
信
号
。
十
分
な
注

意
が
必
要
で
す
。

で
は
、
高
脂
血
症
を
防
ぐ

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
病
気

は
生
活
習
慣
摘
と
い
え
る
の

で
、
栄
袋
、
運
動
、
健
診
の

三
本
柱
が
非
常
に
重
要
で
す
。

栄
養
面
で
は
、
さ
ば
な
ど
背

背
の
品
川
や
大
豆
製
品
、
野
菜

を
多
く
と
る
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
油
は
植
物
性
の

も
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
動
物
性
の
脂
肪
や
魚
如
、

動
物
の
内
臓
、
果
物
、
卵
な

ど
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
運
動

は
、
毎
日
少
し
ず
つ
で
も
継

続
で
き
る
も
の
を
取
り
入
れ

ま
し
ょ
、っ。

健
康
診
査
は
、

一
年
に

一

回
必
ず
受
け
、
血
管
の
背
信

号
を
継
続
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ

ン
タ
ー
宮

(鈍
)
0
3
1
1

市民のみなさんから市政に対すると意見、ご提案をいた

だくため、フリーダイヤル (送信料市負担)で24時間利用

できるファクスを設置しています。ぜひ、 ご利用ください。

なでしこファクスをご利用ください
o 1 2 0 -7 0 4 5 8 9 FAX番号
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